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１． 事業者名及び代表者名

シノムラ化学工業株式会社
代表取締役社長　　大橋　宏行

２． 所在地

名　称 建築面積 備　考

本社・静岡工場 １１，９３５㎡ 今回の認証対象

東京営業所 － 今回の認証対象外

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者 ：大村健一 TEL　：　0538-42-7161 FAX　：　0538-42-7164

事務担当者 ：鈴木恵司 E-mail　：　k-ohmura@shinomura.co.jp
　　　　　　  k-suzuki@shinomura.co.jp

４． 事業の概要

紙・布剥離基材の製造・加工・販売

５． 事業規模
２０２２年３月３１日現在

項　目

売上高 ３９億３４２２万円（２０２１年４月～２０２２年３月）

本社・静岡工場　　７8名

６． 事業年度 　毎年　４月１日～翌年３月３１日

７． レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポートの運用期間（２０２２年１１月１日～２０２３年１月３１日）

環境経営レポートの発行日（２０２３年４月２８日）

８． 対象範囲

活動：

対象組織： 本社静岡工場

※東京営業所は４年後に認証取得予定

紙・布剥離基材の製造・加工・販売

Ⅰ　組織の概要

内　　　　　容

従業員数

※東京営業所移転の為、確定次第記載

所　在　地

静岡県袋井市国本２９１

(内訳：生産課：63名　　施設課：3名　　総務課：4名　　品質管理課：4名　　他：4名）
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① 環境関連の法令、条例、各自治体との協定、その他内外の自主基準を守る。

② 大気汚染、臭気、騒音等の予防を図り環境負荷の軽減に努める。

③ 省エネルギー化を推進するため、照明のＬＥＤ化、節電等による省電力化に取り組む。

④ 水資源保全のため、節水活動に努める。

⑤ 廃棄物の抑制のため、発生した廃棄物の分別等によって再資源化を図り
埋立処分量の減量に努める。

⑥ 工場の環境活動は社内活動にとどまらず、工場周辺の清掃活動を通じて
地域社会の一員として環境保全活動を行う。

⑦ 製品の開発および改良にあたっては、環境負荷の小さい製品設計、製造
方法、調達方法、輸送方法の工夫に取り組むとともに、安全性に充分配慮
するよう努める。

制定年月日 ２０２０年１０月１日（初版）
改定年月日 ２０２２年１０月１日（第２版）

シノムラ化学工業株式会社
代表取締役社長　大橋　宏行

当社は事業活動による環境影響を評価した結果に基づき以下の方針で技術的、経済的
に可能な範囲で環境マネージメントシステムの継続的な改善を図る。

Ⅱ　環境経営方針

[基本方針]

[基本理念]

シノムラ化学工業㈱は地球環境の保全が最重要課題の1つであることと認
識し、環境負荷の軽減を図り、環境の保全と社会への貢献を目指す。

２



作成日
作成者

枠内が今回の
対象範囲

※４年後に認証取得予定

＜関係者の権限と役割＞

社長
① 環境経営全般に関する責任と権限
② 環境管理責任者の任命
③ 環境経営に必要な資源の準備
④ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
⑤ 環境経営方針の制定及び改定
⑥ 環境経営システム全体の評価と見直し
⑦ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知
⑧ ＥＡ２１の環境経営システムの運用のために必要となる経営資源（人・もの・資金・情報など）を用意する

工場長
① 工場における環境経営全般に関する責任と権限
② 工場における環境経営に必要な資源の準備
③ 工場における環境経営システム全体の評価と見直し
④ 工場における実施体制の構築と全従業員への周知
⑤ 工場で必要となるEA21の経営資源（人・もの・資金・情報など）を用意する

環境管理責任者
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 取組状況の社長への報告
④ 環境経営レポートの作成

ＥＡ２１事務局
① 環境負荷データ等の集計
② 環境経営目標・環境経営計画の進行管理
③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
④ 環境管理責任者へ取組状況の報告
⑤ 環境関連法規等の遵守状況チェック
⑥ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行、訓練の実施
⑦ 文書・記録の管理

各部門長
① 部門の環境経営計画の実施
② 部門データの集計
③ 部門の問題点把握と是正対策の実施
④ 部門取組状況の事務局への報告
⑤ 部門の従業員教育

その他の従業員
① 自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する

生産課 施設課

工場長
長嶋隆之

環境管理責任者

2022年11月1日

Ⅲ　実施体制

代表取締役社長

大橋　宏行

ＥＡ２１事務局

大村健一

安全衛生環境管理室

鈴木　恵司

東京営業所総務課 品質管理課
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１．運用期間（2022年11月 2023年1月）及び暫定期間（2022年11月 2023年3月）の環境目標

期間使用量

千㎡ 32,201 基準使用量 基準原単位 目標削減率 目標値 目標削減率 目標値

㎏-CO2 907,546 28.18 ㎏-CO2/千㎡ -0.3% 28.10 -0.3% 28.10

kWh 1,248,066 38.76 kWh/千㎡ -0.3% 38.64 -0.3% 38.64

L 207 6.42 ｍL/千㎡ -0.3% 6.40 -0.3% 6.40

L 2,647 82.20 ｍL/千㎡ -0.3% 81.96 -0.3% 81.96

L 59,978 1.86 L/千㎡ -0.3% 1.86 -0.3% 1.86

kg 88,227 2.74 kg/千㎡ -0.3% 2.73 -0.3% 2.73

産業廃棄物 kg 195,740 6.08 kg/千㎡ -0.5% 6.05 -0.5% 6.05

特別管理 kg 10,008 0.3108 kg/千㎡ -0.5% 0.3092 -0.5% 0.3092

一般廃棄物 kg 現状把握 現状維持 現状維持 現状維持

1,987 0.0913  /千㎡ -0.5% 0.0908 -0.5% 0.0908

kg 123,053 現状維持 現状維持 現状維持

％ － 現状把握 現状把握 現状把握

件 0 0 件 0 件 0 件

＜備考＞

３．水使用量について、使用量の計量が2ヶ月に1度の為、10月・11月の使用量とし分母の生産量も10月・11月の合計とする。

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2022年4月

2023年3月

2023年4月

2024年3月

2024年4月

2025年3月

2025年4月

2026年3月

基準値

千㎡ 125,375 基準使用量 基準原単位 目標削減率 目標削減率 目標削減率 目標削減率

㎏-CO2 3,800,755 30.32 ㎏-CO2/千㎡ -0.3% -0.7% -1.3% -2.0%

5,468,159 43.61 kWh/千㎡ -0.3% -0.7% -1.3% -2.0%

L 950 7.57 ｍL/千㎡ -0.3% -0.7% -1.3% -2.0%

L 9,948 79.34 ｍL/千㎡ -0.3% -0.7% -1.3% -2.0%

L 266,100 2.12 L/千㎡ -0.3% -0.7% -1.3% -2.0%

kg 326,441 2.60 kg/千㎡ -0.3% -0.7% -1.3% -2.0%

産業廃棄物 kg 871,860 6.95 kg/千㎡ -0.5% -1.0% -2.0% -1.5%

特別管理 kg 40,030 0.32 kg/千㎡ -0.5% -1.0% -2.0% -1.5%

一般廃棄物 kg 現状把握 現状維持・管理 現状把握

13,980 0.11  /千㎡ -0.5% -1.0% 1.5% -2.0%

kg 485,223 現状維持・管理

％ － ％ 現状把握

件 － 0 件 0件 0件 0件 0件

＜備考＞

現状維持管理に努める

内訳

電力（排出係数備考参照）

ガソリン

軽油

A重油

LPG

目標設定

単位

軽油

項目

廃棄物排出量

２．中長期の環境目標

製品クレームの撲滅

化学物質使用量

A重油

全工程総生産量（紙+布）

基準期間

2021年11月

2022年1月

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量 ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量 ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

2022年11月

2023年1月

Ⅳ　環境経営目標

目標年度

現状維持管理に努める

2022年度　暫定期間

2022年11月

2023年3月

内訳

二酸化炭素排出量

LPG

廃棄物排出量

ガソリン

水使用量

電力（排出係数備考参照）

運用期間

２．「廃棄物排出量：特別管理」は廃棄物排出月に偏りがあるため、年間排出量の月平均×3ヶ月で算出した。

６．「製品クレームの撲滅」は、０件を目標とする。

基準年度　　　

５．「環境経営の継続的改善（顧客満足度の向上）」は、現状把握のみとする。

４．「ノンソル製品の製造」について、仮運用期間中は現状の加工数量把握のみとする。製品の構成内容により廃棄物排出量（特別管理）削減、および環境への負
荷軽減に関わる事案である。数量把握後、総生産数量との比率にて算出し、必要に応じて目標を策定する。

エコセパ(目止め)・ノンソル製品の
製造

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2021年度実績－　2022.7.14環境省・経済産業
省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.379(kg-CO2/kWh)を使用した。

エコセパ(目止め)・ノンソル製品の
製造

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2021年度実績－　2022.7.14環境省・経済産業
省公表の中部電力㈱の調整後の排出係数である0.379(kg-CO2/kWh)を使用した。

２．「一般廃棄物排出量」は過去実績がないため、2022年度に現状把握を行い、必要に応じて目標を策定、または維持管理とする。
３．「化学物質使用量」の削減目標は、顧客指定があり使用量削減・代替化が困難なため維持管理とする。

製品クレームの撲滅

二酸化炭素排出量

化学物質使用量

４．「化学物質使用量」の削減目標は、顧客指定があり使用量削減・代替化が困難なため維持管理とする。

５．「ノンソル製品の製造」について、仮運用期間中は現状の加工数量把握のみとする。製品の構成内容により廃棄物排出量（特別管理）削減、および環境への負
荷軽減に関わる事案である。数量把握後、総生産数量との比率にて算出し、必要に応じて目標を策定する。

水使用量

2021年度

2021年4月

2022年3月

総生産量（紙+布）

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量 ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

項目 単位

４



１１月 １２月 １月

A 電動フォークリフトの使用

B 車両の不必要なアイドリング禁止

C 急発進・急加速の禁止

D 出荷の効率的配車（同方面地域への出荷まとめ）

E 社用車の走行記録・給油記録 総務次長

A
工場内の旧式空調設備を新式空調設備へ更新（使用電
力軽減による省エネ化・冷却効率向上）

B
事務所空調設備の更新（使用電力軽減による省エネ化・
冷却効率向上）

A 工場照明の省エネ化（LED、無電極ランプ化）

B 事務所LED照明化

C 未使用設備の電源OFF(工場設備・照明消灯等）

D デマンドコントロール実施

E
Ｃ３号機：気化排出トルエンの熱源利用（希釈利用後、熱
源再利用しLPG使用量を削減する）

F 段取り時間の短縮（同品種・着色順の効率化等） 生産課長

G ５Ｓ推進（6月中間・12月年間　5S表彰） 5S事務局 年間表彰

A コピー用紙の両面使用

B 封筒などの再利用

C 廃棄コピー用紙（シュレッダー後含む）のリサイクル

D
一般廃棄と各種産業廃棄との分別処理(廃棄場所のマッ
プ設置）

E
産業廃棄物のリサイクル率向上(固形燃料化等へ分別し
埋め立て廃棄の軽減推進）

J リサイクル可能な有価物を分別

A 空冷冷却設備の使用（水冷却設備の補助）

B
水循環型冷却設備の使用（水を循環利用し排出を抑制
する）

C
冷却設備の定期清掃（配管清掃による冷却効率の維持
管理）

D 節水活動の推進 全課長

A 使用化学物質のＳＤＳ入手

B 使用量の把握（官庁への報告・PRTR等）

C Ｃ２：ノンソル（トルエン未使用）設備導入

D Ｃ３：気化排出トルエンの熱源利用設備

E Ｌ５：気化排出トルエンの回収再利用設備

A
ＰＶＡ使用の目止め製品による環境負荷軽減（ポリエチレ
ンを使用しない製品）

B ノンソル（トルエン未使用）による剥離紙の製造

A 製品クレームの撲滅 生産課長

水使用量の維持
管理

生産課長
環境に配慮した
製品づくり

化学物質使用量
の維持管理

廃棄物の削減

安全衛生
環境室長

施設課長

Ⅴ　環境経営計画
（運用期間：2022年11月～2023年1月）

スケジュール
環境活動項目 管理部署

生産課長

総務課長

安全衛生
環境室長

経営の継続的改
善

年度初め(4・5月実施）

設備投資にて随時実施

設備投資にて随時実施

施設課長

空
調
等

工
場
・
事
務
所

設備投資にて随時実施

2022年4月更新

施設課長

施設課長

エ
コ
運
転
・
管
理

二酸化炭素
の削減
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①運用期間（2022年11月 2023年1月）の環境目標の実績　

基準期間

2022年11月

2023年1月

基準値 目標値 実績値 目標比率 評価

㎏-CO2 907,546 796,671

千㎡ 32,201 23,435

㎏-CO2/千㎡ 28.18 28.10 33.99 121.0% ×

kWh/千㎡ 38.76 38.64 48.31 125.0% ×

ｍL/千㎡ 6.42 6.40 12.75 199.3% ×

ｍL/千㎡ 82.20 81.96 84.96 103.7% △

L/千㎡ 1.86 1.86 2.14 115.0% ×

kg/千㎡ 2.74 2.73 3.22 117.7% ×

産業廃棄物 kg/千㎡ 6.08 6.05 7.72 127.6% ×

特別管理 kg/千㎡ 0.3108 0.3092 0.3819 123.5% ×

一般廃棄物 － 現状把握

 /千㎡ 0.0913 0.0908 0.0653 71.9% ○

kg 現状把握

％ 現状把握

件 0 0 0 ○

○：達成　　　△：110％未満　　　×：未達成

※各実績値の試算については『補足　実績値資料』を参照

＜評　価＞

原因

是正

②次年度の環境経営目標 変更なし

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

生産数量の減少により、昨年度の基準値及び目標値に対し運用期間内の実績値が伴ってい
ない。

運用期間を長期的に観察し、年間での実態把握に努める。

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量

内訳

電力

ガソリン

軽油

全般

エコセパ(目止め)・ノンソル製品
の製造

運用期間

2022年11月

2023年1月

製品クレームの撲滅

項目 単位

A重油

全工程総生産量（紙+布）

プロパンガス（LPG）

二酸化炭素排出量

６



A 電動フォークリフトの使用 ○ 継続実施

B 車両の不必要なアイドリング禁止 ○ 継続実施

C 急発進・急加速の禁止 ○ 継続実施

D 出荷の効率的配車（同方面地域への出荷まとめ） ○ 継続実施

E 社用車の走行記録・給油記録 総務次長 ○ 継続して実施しています 継続実施

A
工場内の旧式空調設備を新式空調設備へ更新（使用電
力軽減による省エネ化・冷却効率向上）

△ 継続実施

B
事務所空調設備の更新（使用電力軽減による省エネ化・
冷却効率向上）

○ 継続実施

A 工場照明の省エネ化（LED、無電極ランプ化） ○ 継続実施

B 事務所LED照明化 ○ 継続実施

C 未使用設備の電源OFF(工場設備・照明消灯等） ○ 継続実施

D デマンドコントロール実施 ○ 継続実施

E
Ｃ３号機：気化排出トルエンの熱源利用（希釈利用後、熱
源再利用しLPG使用量を削減する）

○ 継続実施

F 段取り時間の短縮（同品種・着色順の効率化等） 生産課長 ○ 効率よく作業するよう努めています 継続実施

G ５Ｓ推進（6月中間・12月年間　5S表彰） 5S事務局 ○ 5S推進会議を1回/月実施 継続実施

A コピー用紙の両面使用 ○ 継続実施

B 封筒などの再利用 ○ 継続実施

C 廃棄コピー用紙（シュレッダー後含む）のリサイクル ○ 継続実施

D
一般廃棄と各種産業廃棄との分別処理(廃棄場所のマッ
プ設置）

○ 継続実施

E
産業廃棄物のリサイクル率向上(固形燃料化等へ分別し
埋め立て廃棄の軽減推進）

○ 継続実施

F リサイクル可能な有価物を分別 ○ 継続実施

A 空冷冷却設備の使用（水冷却設備の補助） ○ 継続実施

B
水循環型冷却設備の使用（水を循環利用し排出を抑制
する）

○ 継続実施

C
冷却設備の定期清掃（配管清掃による冷却効率の維持
管理）

○ 継続実施

D 節水活動の推進 全課長 ○ 節水に努めています 継続実施

A 使用化学物質のＳＤＳ入手 ○ 継続実施

B 使用量の把握（官庁への報告・PRTR等） ○ 継続実施

C Ｃ２：ノンソル（トルエン未使用）設備導入 ○

D Ｃ３：気化排出トルエンの熱源利用設備 ○ 継続実施

E Ｌ５：気化排出トルエンの回収再利用設備 ○ 継続実施

A
ＰＶＡ使用の目止め製品による環境負荷軽減（ポリエチレ
ンを使用しない製品）

○ 継続実施

B ノンソル（トルエン未使用）による剥離紙の製造 ○ 継続実施

A 製品クレームの撲滅 生産課長 ○ クレームの撲滅に努めています 現状把握するため継続実施

＜備考＞

　評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

経営の継続的改
善

環境に配慮して製造をおこなって
います

安全衛生
環境室長

施設課長

環境に配慮した
製品づくり

生産課長

化学物質使用量を継続把握して
います

排熱回収設備の定期清掃実施化学物質

分別廃棄を行い、廃棄物の減量
につとめています。

二酸化炭素
の削減

総務次長

継続して実施しています

空
調
等

廃棄物の削減

施設課長

旧設備を更新により省エネ化。随
時実施します。

LED化を進めた。
人感センサー式に更新

清掃実施

継続して実施しています

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

（運用期間：2022年11月～2023年1月）

今後（次年度）の取組内容評価 コメント環境活動項目 責任者

水使用量の削減

工
場
・
事
務
所

施設課長

安全衛生
環境室長

エ
コ
運
転
・
管
理

生産課長

施設課長

７



補足：実績値資料

１．実績値
１）実績値一覧（対前年比）

2021年度 2022年度 2021年度 2022年度
11月～1月
実績値

11月～1月
実績値

11月～1月
④

11月～1月
⑤

㎏-CO2
(合計）

907,546 796,671
㎏-CO2
(合計）

907,546 796,671 -110,875 87.78%

① ② 内訳 ④＝①×③ ⑤＝②×③
電力 kWh 1,248,066 1,132,123 0.38 ㎏-CO2 473,017 429,075 -43,942 90.71%
ガソリン L 207 299 2.32 ㎏-CO2 479 693 214 144.59%
軽油 L 2,647 1,991 2.58 ㎏-CO2 6,829 5,137 -1,692 75.22%
A重油 L 59,978 50,067 2.71 ㎏-CO2 162,540 135,681 -26,859 83.48%
LPG kg 88,227 75,362 3.00 ㎏-CO2 264,681 226,086 -38,595 85.42%

2021年度
11月～1月
⑦

2022年度
11月～1月
⑧

減少量
＝⑧－⑦

減少比率
＝⑧／⑦

産業廃棄物 kg 195,740 180,820 内訳 kg -14,920 92.38%
特別管理 kg 10,008 8,949 kg -1,059 89.42%

1,987 1,531 -456 77.05%

２）実績値グラフ
※『2021年度11月～1月』　対　『2022年度11月～1月』比較値

8

排出量

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量（合計）

エネルギー使用量実績値

水使用量

内訳

エネルギー使用量

廃棄物排出量

排出
係数
③

二酸化炭素排出量

二酸化炭素
排出変換

減少量
＝⑤－④

減少比率
＝⑤／④

エネルギー使用量

廃棄物排出量

水使用量

産業廃棄物
特別管理

内訳

1,000,000

1,050,000

1,100,000

1,150,000

1,200,000

1,250,000

1,300,000

2021年度 2022年度

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

電力（kwh)

減少

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

2021年度 2022年度

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

A重油(L)

減少

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

2021年度 2022年度

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

LPG(ｋｇ)

減少

700,000

800,000

900,000

1,000,000

2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量

合計（kg-co2）

減少

170,000

180,000

190,000

200,000

2021年度 2022年度

産業廃棄物量

(ｋｇ)

減少



２．生産数量（千㎡）単位　比較値
１）㎡単位削減実績一覧

基準値
2021年度
11月～1月
目標値

2022年度
11月～1月
実績値

目標
削減率

目標比率
対目標
増減結果

32,201 23435
㎏-CO2/千㎡ 28.18 28.10 33.99 -0.3% 121.0% 増

ｴﾈﾙｷﾞｰ 電力 kWh/千㎡ 38.76 38.64 48.31 -0.3% 125.0% 増
使用量 ガソリン ｍL/千㎡ 6.42 6.40 12.75 -0.3% 199.3% 増
内訳 軽油 ｍL/千㎡ 82.20 81.96 84.96 -0.3% 103.7% 増

A重油 L/千㎡ 1.86 1.86 2.14 -0.3% 115.0% 増
LPG kg/千㎡ 2.74 2.73 3.22 -0.3% 117.7% 増
産業廃棄物 kg/千㎡ 6.08 6.05 7.72 -0.5% 127.6% 増
特別管理 kg/千㎡ 0.3108 0.3092 0.3819 -0.5% 123.5% 増

 /千㎡ 0.0913 0.0908 0.0653 -0.5% 71.9% 減

２）生産数量（千㎡）単位　比較値グラフ
※『2021年度11月～1月』　対　『2022年度11月～1月』比較値
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廃棄物
排出量

水使用量

二酸化炭素排出量
生産数量　千㎡

㎡単位変換

30.00

40.00

50.00

2021年度 2022年度

エネルギー使用量

電力(kw/千㎡)

増加

1.00

2.00

3.00

2021年度 2022年度

エネルギー使用量

Ａ重油(Ｌ/千㎡)

増加

2.00

3.00

4.00

2021年度 2022年度

エネルギー使用量

ＬＰＧ(kg/千㎡)

増加

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量

(kg-CO2/千㎡)

増加

0.00

5.00

10.00

2021年度 2022年度

産業廃棄物排出量

(kg/千㎡)

増加



☆☆　省エネルギー化の推進　☆☆
（設備計画投資にて省エネルギー化を随時推進しています。）

光量が必要な照明は無電極ランプ化

☆☆　水資源の保全　☆☆ ☆☆　節水・節電活動の呼び掛け　☆☆

空冷冷却設備により水冷冷却設備を補助する

工場内の蛍光灯照明をＬＥＤ化 事務所の蛍光灯照明をＬＥＤ化

Ⅷ　当社の取組み

＜＜製造工場の照明を無電極ランプ　および　ＬＥＤ化＞＞

天井の照明をＬＥＤ化

＜＜蛍光灯照明のＬＥＤ化＞＞

１０



☆☆　化学物質の環境負荷軽減・省エネ利用　☆☆

☆☆　地域の一員として社会参加　☆☆

＜＜希釈利用したトルエンを燃焼し熱源として再利用＞＞

＜＜希釈利用したトルエンを回収し再利用＞＞

＜＜敷地境界線・国道歩道生垣の除草・清掃活動＞＞

トルエンを燃焼させ排熱を利用し乾燥設備の熱源とする。

希釈利用後の気化トルエンを回収し、再度希釈トルエンとして再利用する

１１



☆☆　廃棄物の分別リサイクル☆☆

＜＜各職場にて廃棄物を分別＞＞

有価物等分別

廃棄物保管場所　図表

廃プラ・雑紙等分別

一般廃棄物

※廃棄物保管場所の図表を元に分別
廃棄する

PETﾎﾞﾄﾙ・空き缶

１２



１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2023年2月1日

評価者　環境管理責任者　大村健一

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

大気汚染防止法 第3条 排出基準の遵守 ○

第6条 ばい煙発生施設の設置の届出 熱媒ボイラ（C2、C3、C4）、アロエース(C3) ○

第11条 氏名の変更等の届出 ○

第17条の3 揮発性有機化合物の排出基準 ○

第17条の5 揮発性有機化合物排出設備の設置の届出 Ｃ３、Ｃ４コーター、Ｌ５ラミネーター装置 ○

第17条 設置の構造等の変更の届出 ○

消防法 第9条
少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱基準
火を使用する設備、構造及び管理

市町村条例で定める
指定可燃物：紙屑、プラスチック類等
火を使用する設備（ボイラー・変電設備等）

○

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出 指定数量以上の危険物の保管の消防署への届出 ○

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 危険物取扱者の設置 ○

ボイラー及び圧力容器安全規則 第91条 設置報告 ボイラー設置（Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４、Ｌ５） ○

第94条 定期自主検査 ○

騒音規制法 第5条 規制基準値の遵守 ×

第6条 特定施設の届出 空気圧縮機・送風機・切断機 ○

振動規制法 第5条 規制基準値の遵守 ○

第6条 特定施設の届出 圧縮機 ○

浄化槽法 第5条 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 ○

第7条 設置後の水質検査の実施 設置3ヶ月経過した日から5か月の間 ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 保守点検及び定期清掃の実施 〇

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃
に関する法律）

第6条の2第6項 市町のルールに従った分別と搬出及び業者委託 業者委託時は許可証確認（契約書作成が望ましい） ○

第12条第2項 廃棄物の悪臭・飛散・地下浸透防止 保管場所での環境被害防止 ○

第12条第2項 産業廃棄物保管場所への掲示板の設置 掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上の大きさ） ○

第12条第5項 産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委託契約 契約書の締結及び保存 ○

第12条第9、10
項

産業廃棄物多量排出事業者の処理計画及び実施状況報告
6月30日までに許可権者に報告（前年度発生量が千トン超のと
き）

非該当

第12条の2第8
項

特別管理産業廃棄物管理責任者の選任 有資格者を選任（特管排出事業者のみ） ○

第12条の3第1
項

マニフェストの交付 Ａ票（委託時、電子マニは３日以内） ○

第12条の3第2､
6項

マニフェストの保管 Ａ票～Ｅ票：５年間
非該当（電子
マニフェスト）

第12条の3第6
項

マニフェストの期間内返却の確認 Ｂ２及びＤ票：９０日以内、Ｅ票：１８０日以内
非該当（電子
マニフェスト）

第12条の3第7
項

産業廃棄物管理票交付等状況報告 6月30日までに許可権者に報告（電子マニ分は猶予）
非該当（電子
マニフェスト）

第12条の3第8
項

産業廃棄物管理票の期間内未返却時の許可権者への報告 返却期間終了後30日以内に許可権者に報告 ○

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関す
る条例

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 資格は問わない ○

第10条 実地確認の実施と記録保存
処分委託先の年１回の実地確認と記録作成５年間保存（委託先
が優良認定業者であるときは免除）

○

愛知県産業廃棄物の適正な処理に関す
る条例

条例第8条第1
項

県外産業廃棄物の搬入の届出 県外産業廃棄物搬入届出書（様式第1）：搬入30日前までに届出 ○

条例第8条第1
項

県外産業廃棄物の搬入状況の報告
県外産業廃棄物搬入届出書（様式第3）：毎年6月30日までに、そ
の年3月31日以前の1年間の搬入状況を報告

○

条例第8条第2
項

県外産業廃棄物の搬入変更の届出 県外産業廃棄物搬入届出書（様式第２）：搬入15日前までに届出 ○

家電リサイクル法（特定家庭用機器再商
品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適切な引き渡し、
料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払 ○

工場立地法 第8条第1項 変更の届出 ○

労働安全衛生法 第6条22項 有機溶剤作業主任者の選任 有機溶剤作業主任者の設置 ○

第65条 作業環境測定の実施（第2種有機溶剤） 作業環境測定（１回/半年） ○

第66条
特殊健康診断の実施(屋内作業場における有機溶剤業務に常時従事す
る労働者）

特殊健康診断実施（１回/半年） ○

省エネ法（エネルギーの使用の合理化に
関する法律）

第4条 エネルギー使用量の合計が１，５００kl／年以上の事業者は届出 エネルギー使用量（原油換算地）の把握 ○

地球温暖化対策推進法 第25条 温室効果ガス算定排出量の報告 温室効果ガスの把握 ○

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合
理化及び管理の適正化に関する法律）

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
圧縮機電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務 製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引き渡し義務 ○

リサイクル法（資源の有効な利用の促進
に関する法律）

第4条 指定再資源化製品のリサイクル（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時 ○

化学物質排出把握管理促進法
ＰＲＴＲ法

法律第86号 政令で指定された物質（第一種指定化学物質等）の届出
指定物質の排出量・使用量が年間１ｔ以上取扱う場合、当該年度
の6月30日までに提出

○

　評価判定：○：問題無し　×:未達成

２． 違反、訴訟等の有無
　　　 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去３年間ありませんでした。

騒音規制法第5条規制基準値：国道や高速道路の暗騒音が高く基準値を超過している箇所があります。測定結果を袋井市へ提出しており、指導事項はありません。

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

法律・条例

義務 法令・条例
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作成日:2023年4月28日
作成:鈴木恵司
報告:大村健一

確認

1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

シノムラ化学工業株式会社

代表取締役社長　　大橋　宏行

変更の
必要性

1 無

2 無

3 無

4 有

5 無

6 無

騒音への対応を継続しています

その他（                                 ） とくになし

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

とくになし

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

新型コロナの影響が大きく、生産量に大きく左右される二酸化炭素排出量、産業廃棄物排出量削減の目標達成は
できませんでしたが、効率的な生産を行い、エネルギーや資源の有効活用を図っていきたい。
節電、節水や廃棄物分別などは日々の活動が大事であるため、工場全従業員での取り組みを継続していきたい。

2023年4月28日

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

その他（外部への対応）

環境経営計画

実施体制 東京事務所の対応方針を決めること

その他のシステム要素

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 とくになし

環境経営目標及び目標達成状況
生産数量減少のため目標達成できませんでした。運用期間中が短く基準
期間に対してのブレが大きいため年間での実態把握に努めます。

環境経営計画及び取り組み実施状況 取組を継続しています

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 法規遵守への取り組みを引続きおこなっていきます

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

コミニュケーション記録を残します
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